
令和４年度 第２回学校運営協議会議事録 

 

■実施日時：令和４年１０月２９日（土） ９時 30分～11時 30分 

■開催場所：府立淀川清流高等学校 校長室 

■出席者：委員４名、事務局（校長、事務長、教頭、首席） 

 

１．会長挨拶 

 

２．校長挨拶 

 

３．報告事項 

  ① 令和 4年度学校経営計画 進捗状況について  

（１）「確かな学力を育成する」 

・第１回授業アンケート結果について  

質問1と質問2は生徒の取り組みのこと、そのあとが教員の授業にたいしての評価になる。 

本校の授業アンケートの結果は平均 3.44 ということで、他校と比べて高い値になっている。 

最近は、ICT の活用も活発されており、特に社会の評価が高い。授業見学においても社会

科の先生はわりと地図や写真をよく見せているというところで生徒の理解も深まるでしょうし

興味も深まると推察している。あとは先生の授業の評価のところであの授業の工夫をしてい

るとかというところでも高い数値が出ている。また生徒の方もその学習意欲も高くなってきて

いると思う。 

（２）「進路を実現するため、系統的なキャリア教育を推進する」 

     ・進路決定状況について 

     学校斡旋就職について、まず求人数がかなり多く、全部生徒に見せるのではなく、ピックアッ

プして生徒に紹介した数は 359社紹介した。 

一次斡旋で受験した生徒50名中、内定者が40名、不調者が10名であった。昨年度の

内定率は 62.9%だったが、今年は 80%と大きく伸びた。おそらく、昨年度はコロナ禍で、オン

ラインでの面接があったり、例年とは違う形での就職活動となったため、内定率が低かったと

予想している。 

今後、不調に終わった生徒や一次斡旋を受験しなかった生徒のうち、2次試験受験予定者

は 14名で、うち２人内定をいただいている。 

 

 （３）「生徒一人ひとりに寄り添い、丁寧な生徒指導を推進する」 

     １学期と２学期のこの時期までの遅刻欠席状況について説明。長期にわたって欠席する生

徒が増えたことや、２学期に入り、遅刻が増えたこと、また、欠席についても増加傾向にある。 



しかし、昨年、一昨年前よりは減少していることから、生徒指導部の取り組みが功をなしていること

が推察される。 

 

 （４）「自尊感情、自己有用感を育む教育を推進する」 

     ・特別活動部 進捗状況  

  資料を用いて説明されたが、依然として本校の部活動加入率は低い。一度入部した生徒が挫

折しないよう、定着率を維持することが意見としてあがった。 

 

 （５）「教職員の資質向上と校務の効率化を推進する」 

     ・校内研修と勤務実態について 

  7月1日に授業力向上研修の1回目ということで、八尾支援学校の先生を講師にお迎えした。

本校の生徒の中には困り感を持って授業を受けている生徒がたくさんいるため、高校生活の中で、

特に授業でどのようなことで、その生徒が困っていて、実際、生徒はどんな見え方をしているのかと

いうところにポイントを絞った講話であった。 

7 月 19 日は人権研修の 2 回目ということで、セクシャルマイノリティ関係の研修をした。これは

生徒と教員と両方の研修で、実際に本校に在籍する「性別は男子だけれども女性として生きたい」

という生徒がおり、その生徒の理解やその生徒かこれから本校としてどんな支援をしていけるかを

考えるための研修をライブ配信でご講義いただいた。 

先の話として、11 月 4 日に授業力向上研修の第 2 回目ということで、今年度はユニバーサル

デザインを意識した授業作りをテーマに行う計画をしている。本校はエンパワーメントスクールです

ので、基礎基本を学ぶモジュール授業をしています。このモジュール授業をよりユニバーサルな形

にしていけないかというところで、教員 6 名に公開授業を依頼し、「ユニバーサル」を意識した授

業づくりを考えて行い、見学後その授業について、振り返るということを計画しております。 

12 月 8日の研修は、計画中で、1台端末の活用に向けた研修を行う予定です。 

 

②スクールミッションについて  

高等学校は三つの方針スクールポリシーを定め、公表するものとし、三つの方針を策定すること

と前提し、各学校、高等学校やその一致する市町村等と連携しつつ、各高等学校に期待される社

会的役割とするミッションを再定義することが望まれています。 

高等学校と関係機関等との連携協力の体制の整備や、普通教育を主とする学校の弾力化のよう

なことが挙がっており、本来社会的に求められている学校像というのは設置者が決めるところでは

あるということが前提ですが、まずは学校で考え、それを教育長とやり取りしながら微調整するとい

うことになっている。 

 各委員さんから意見を求め、第３回のときに提示することとした。 

 



③ 学校教育自己診断について  

 12月中旬に実施予定ということで、「生徒用」「保護者用」「教職員用」とアンケート項目を提示

した。 

 

４．その他 

  ① 令和５年度使用教科書一覧表  

   令和５年度に使用予定の教科書一覧を提示した。 

 

 ※次回、令和４年度 第 3回学校運営協議会は、 

令和 5年 3月 4日（土） 午前９時 30分～午前 11時 00分（予定） 

 

 


